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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Gタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーです。このタンパク質は、プロスタグランジンE2（PGE2）に対して同定されている4つの受容体の1つです。ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを介して、G-Qタンパク質がこの受容体の活性を調節します。マウスを用いたノックアウト研究では、この受容体が鎮痛作用と血圧調節に関与していることが示唆されました。また、マウスを用いた研究では、この遺伝子が細菌性エンドトキシンに対する副腎皮質刺激ホルモンの反応を調節する可能性も示唆されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：プロスタグランジンE2（PGE2）の受容体。この受容体の活性は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するG-Qタンパク質によって媒介されます。腎機能の重要な調節因子としての役割を担っている可能性があります。様々な組織におけるPGE2に対する平滑筋収縮反応に関与する。,PTM：リン酸化。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：腎臓に豊富。肺、骨格筋、脾臓では発現レベルが低く、精巣では最も低く、肝臓、脳、心臓では検出されない。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	EP1ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

